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共
働
き
家
庭
や
ひ
と
り

親
家
庭
が
増
加
す
る
中
で
、

学
童
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
子
育
て
支
援

の
重
要
な
役
割
を
担
う
学
童
保
育

の
内
容
の
充
実
に
つ
い
て
の
市
の

見
解
は
。

学
童
保
育
は
学
校
教
育
、

児
童
福
祉
の
両
面
を
持
つ

事
業
と
し
て
、
仕
事
を
持
つ
保
護

者
の
就
労
保
障
と
子
ど
も
の
健
全

な
育
成
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
学
校
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

こ
れ
ま
で
に
大
き
な
成
果
を
上
げ

て
き
た
。

本
年
３
月
に
策
定
し
た
、
平
成

22
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

児
童
育
成
計
画
後
期
計
画
の
中
で
、

①
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

開
所
時
間
の
延
長
②
空
き
教
室
活

用
計
画
の
見
直
し
に
よ
る
施
設
整

備
や
老
朽
化
施
設
の
改
修
③
指
導

員
の
資
質
向
上
④
多
様
な
形
態
に

よ
る
事
業
所
を
推
進
す
る
た
め
の

社
会
福
祉
法
人
等
の
参
画
を
検
討

⑤
育
成
学
級
の
内
容
充
実
の
５
項

目
を
掲
げ
て
い
る
。

今
後
、
創
意
と
工
夫
を
重
ね
な

が
ら
課
題
の
解
決
と
育
成
学
級
の

充
実
に
向
け
て
取
り
組
む
。

答

問

学童保育の改善に向けて

―答弁―児童育成計画後期計画に基づき

学童保育の充実を図る

学
童
保
育

府
下
の
小
・
中
学
生
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
学
力

テ
ス
ト（
注
）に
お
い
て
、
本
市
生

徒
の
平
均
は
、
中
学
２
年
生
の
英

語
を
除
き
、
府
平
均
よ
り
下
回
っ

て
い
た
。
今
後
、
府
平
均
を
上
回

る
た
め
の
努
力
が
必
要
と
考
え
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

一
部
科
目
を
除
き
、
府

平
均
を
若
干
下
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
年
の
生

徒
の
状
況
に
よ
っ
て
、
下
回
っ
た

り
上
回
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。

む
し
ろ
テ
ス
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

生
徒
の
つ
ま
ず
き
を
分
析
し
、
次

の
指
導
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
各
学
校
へ
も
そ
う

し
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
も
、
少
人
数
に
よ
る
細
か
な

指
導
や
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
少
人
数
指
導
、
ま

た
複
数
の
教
員
に
よ
っ
て
授
業
を

行
う
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な

ど
、
個
に
応
じ
た
指
導
方
法
の
工

夫
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

生
徒
の
学
力
向
上
は
本
市
の
重
要

な
教
育
課
題
で
あ
り
、
今
後
も
本

市
独
自
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取

り
組
み
、
積
極
的
に
推
進
す
る
。

（
注
）小
学
生
は
平
成
17
年
度
、
中

学
生
は
平
成
16
年
度
に
実
施
さ
れ

た
テ
ス
ト

答

問
小・中学生の学力向上に
向けての取り組みは

―答弁―個に応じた指導方法の

工夫・改善に取り組む

教
　
育

府
立
城
南
高
校
を
西
宇

治
高
校
に
統
合
し
、
そ
の

跡
地
に
養
護
学
校
を
建
設
す
る
府

の
方
針
が
発
表
さ
れ
た
。
地
元
の

子
ど
も
達
に
不
安
を
与
え
る
今
回

の
府
立
高
校
再
編
統
合
の
計
画
案

は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

５
月
24
日
府
教
委
か
ら

山
城
地
域
の
高
校
再
編
整

備
方
針
案
が
発
表
さ
れ
た
。
本
市

で
は
、
平
成
13
年
６
月
議
会
で

「
宇
治
市
内
に
新
し
い
タ
イ
プ
の

養
護
学
校
の
誘
致
を
求
め
る
請

願
」
を
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
、

平
成
15
年
６
月
に
市
教
委
と
し
て

「
宇
治
市
に
新
し
い
タ
イ
プ
の
養

護
学
校
の
新
設
を
求
め
る
要
望
」

を
提
出
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
機

会
が
あ
る
た
び
に
府
教
委
に
対
し

て
養
護
学
校
の
新
設
を
求
め
て
き

た
。
今
回
の
発
表
に
よ
り
市
民
の

願
い
が
よ
う
や
く
実
現
で
き
る
も

の
と
大
い
に
歓
迎
し
て
い
る
。

府
立
高
校
再
編
整
備
に
つ
い
て

は
府
の
権
限
で
あ
り
、
市
教
委
と

し
て
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
が
、

本
市
に
設
置
さ
れ
る
養
護
学
校
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
要
望
し
て
き

た
内
容
の
具
体
化
に
向
け
て
、
今

後
府
教
委
に
意
見
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

府
立
高
校
統
廃
合
と
養
護
学
校

建
設
に
つ
い
て

―
答
弁
―
市
民
の
願
い
が
実
現
し

歓
迎
し
て
い
る

教　育問答

小
中
一
貫
校
の
問
題
が
、

地
域
や
現
場
の
教
育
関
係

者
抜
き
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
実

施
計
画
策
定
の
作
業
を
進
め
る
中

で
、
保
護
者
や
教
育
関
係
者
、
地

域
住
民
の
意
見
聴
取
会
を
実
施
す

る
な
ど
徹
底
し
た
情
報
公
開
が
必

要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
年
３
月
に
学
校
規
模

適
正
化
検
討
懇
話
会
よ
り

出
さ
れ
た
答
申
の
結
び
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
小
中
一
貫
校
の

事
業
実
施
に
あ
っ
て
は
、
徹
底
し

た
情
報
の
公
開
と
、
そ
れ
に
よ
る

情
報
の
共
有
を
図
り
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
保
護
者
、
地
域
住
民
の
参

加
を
前
提
と
す
る
と
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
答
申

の
提
言
を
最
大
限
尊
重
す
る
立
場

か
ら
、
事
業
実
施
に
あ
っ
て
は
十

分
に
地
域
、
保
護
者
と
情
報
の
共

有
化
を
図
り
、
議
論
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

こ
で
、
ま
ず
、
行
政
が
責
任
を
持

っ
て
素
案
を
策
定
し
、
提
供
す
る

こ
と
が
市
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
行
う
う
え
で
も
重
要
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
ま
だ
実
施
方
針
や

実
施
計
画
の
策
定
ま
で
至
っ
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
現
在
、

今
す
ぐ
の
説
明
会
等
は
考
え
て
い

な
い
。

地
域
や
教
育
関
係
者
に
開
か
れ
た

小
中
一
貫
校
の
論
議
を

―
答
弁
―
行
政
が
責
任
を
持
っ
た

素
案
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要

教　育問答

乳
幼
児
医
療
費
の
独
自

助
成
が
な
い
の
は
府
下
38

自
治
体
の
う
ち
８
自
治
体
だ
け
で

あ
り
、
他
の
先
進
国
で
も
子
供
の

医
療
費
は
無
料
が
当
然
で
あ
る
。

独
自
助
成
を
求
め
る
市
民
世
論
が

高
揚
し
て
い
る
今
こ
そ
、
実
施
に

踏
み
切
る
べ
き
で
は
。

就
学
前
児
童
す
べ
て
の

外
来
分
を
無
料
に
し
た
場

合
、
現
在
の
負
担
に
加
え
て
さ
ら

に
、
１
億
数
千
万
円
も
の
多
額
の

財
源
が
毎
年
恒
常
的
に
必
要
と
な

り
、
本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る

と
、
当
面
こ
の
事
業
を
他
の
施
策

に
優
先
し
て
無
料
化
を
実
施
す
る

こ
と
は
妥
当
性
を
欠
く
も
の
と
考

え
る
。
本
市
の
次
世
代
育
成
支
援

の
指
針
と
な
る
宇
治
市
児
童
育
成

計
画
後
期
計
画
、
宇
治
市
次
世
代

育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
等
に
基

づ
き
総
合
的
な
子
育
て
支
援
、
次

世
代
育
成
支
援
の
施
策
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

そ
れ
ら
計
画
の
中
で
、
乳
幼
児

医
療
費
支
給
に
つ
い
て
は
国
や
府

の
支
援
施
策
を
基
礎
に
、
市
独
自

で
実
施
可
能
な
乳
幼
児
医
療
費
の

負
担
軽
減
施
策
の
拡
充
に
向
け
て
、

早
急
に
検
討
し
た
上
で
実
施
し
、

並
行
し
て
、
引
き
続
き
国
や
府
に

対
し
支
援
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
。

医　療問答

今
国
会
で
審
議
中
の
障

害
者
自
立
支
援
法
案
は
、

従
来
の
応
能
負
担
か
ら
応
益
負
担

へ
の
変
更
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

障
害
者
や
そ
の
家
族
に
非
常
に
大

き
な
負
担
を
課
す
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
法
案
の
目
的
自
体
に
疑
問
を

感
じ
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。

こ
の
法
案
は
障
害
者
自

立
支
援
を
目
的
と
し
、
サ

―
ビ
ス
の
提
供
主
体
を
市
町
村
に

一
元
化
し
、
身
体
、
知
的
、
精
神

の
障
害
の
種
別
に
関
わ
ら
ず
共
通

の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
共
通
の
制
度

に
よ
り
提
供
し
、
障
害
者
の
就
労

支
援
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
続
き

や
基
準
の
明
確
化
、
透
明
化
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
増
大
す
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
等
の
財
政
基
盤
を
支
え
る
た
め
、

国
の
財
政
責
任
を
明
確
化
す
る
と

と
も
に
、
応
能
負
担
か
ら
応
益
負

担
へ
の
変
更
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
試
算
で
は
現
状
に
比
べ
利
用

者
負
担
が
増
え
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
る
と
考
え
ら
れ
、
経
過
措
置
や

減
免
措
置
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

現
状
は
制
度
内
容
が
不
透
明
で
、

今
後
議
論
が
深
ま
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
ら
れ
、
本
市
へ
の
影
響
等

も
懸
念
し
な
が
ら
今
後
の
審
議
の

行
方
を
見
守
り
た
い
。

答

問
障害者自立支援法案への
市長の見解は

―答弁―国会の審議の行方を

見守っていきたい

福
　
祉

乳
幼
児
医
療
の
無
料
化
に
つ
い
て

―
答
弁
―
市
独
自
で
実
施
可
能
な

負
担
軽
減
策
を
実
施
す
る

次
の
定
例
会
は
9
月
16
日
か
ら
で
す
。

9月定例会の予定

月日 曜日 会議日程等

9／9 金 議会運営委員会

9／14 水 請願提出締切

9／15 木 議会運営委員会

9／16 金 本会議（招集）

議会運営委員会

9／21 水
本会議（議案審議）

全員協議会

委員長会議

9／27 火 本会議（一般質問）

9／28 水 本会議（一般質問）

9／29 木 本会議（一般質問）

9／30 金 常任委員会

10／3 月 常任委員会

10／4 火 常任委員会

10／11 火 議会運営委員会

10／12 水 本会議（議案審議）

６
月
27
日
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
委
員
会
で
、
９
月
定
例
会
の
日
程
が
内

定
さ
れ
ま
し
た
。
正
式
日
程
は
、
９
月
９
日
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
議
会
運

営
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
が
、
事
情
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


